
上
田
・
阿
保
・
三
宅
村
を
結
ぶ

大
海
池
用
水
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　
阿あ

お保
神
社（
阿
保
5
丁
目
）の
南
側
に
海か
い
ず
み泉

池い
け（
阿
保
4
丁
目
）
が
水
を
た
た
え
て
い
ま

す
。
池
は
江
戸
時
代
、
丹た

ん
ぼ
く北
郡
西
阿
保
村
に

所
在
し
て
い
ま
し
た
が
、
田
畑
を
灌
漑
す
る

池い
け

法の

り
面
積
の
約
七
〇
％
を
水
下
で
あ
る
三

宅
村
が
占
め
て
い
ま
し
た
。

　
海
泉
池
は
江
戸
時
代
、「
か
す
み
池
」
と
か

「
か
い
す
み
池
」
と
表
記
さ
れ
る
こ
と
も
多
い

の
で
す
が
、「
海
泉
」
と
は
池
底
に
湧
水
が
あ

り
、
大
き
い
池
を
海
に
た
と
え
、
そ
の
池
を

誉
め
た
た
え
た
美
称
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
面
積
は
一
四
町
六
畝せ

余（
約
一
四
三
四

ア
ー
ル
）、深
さ
四
尺し

ゃ
く（
約
一
･
二
メ
ー
ト
ル
）

を
は
か
っ
て
い
ま
し
た
。

　
海
泉
池
は
、
三
宅
村
の
大お

お
が
い海
池（
三
宅
東

1
丁
目
）に
入
る
用
水
中
継
池
で
あ
っ
た
こ
と

か
ら
、
大
海
池
が
慶け

い

長ち
ょ
う
五
年（
一
六
〇
〇
）に

完
成
し
て
い
ま
し
た
の
で
、
そ
の
時
期
か
ら

ほ
ど
な
く
し
て
掘
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま

す
。
灌
漑
面
積
は
寛か

ん
ぶ
ん文

四
年（
一
六
六
四
）時
、

三
六
町
余（
約
三
六
七
二
ア
ー
ル
）
で
、
内

訳
は
阿
保
村
七
町
八
反
余
、
三
宅
村
二
五
町

の
ほ
か
、
田
井
城
村
に
も
三
町
余
が
ゆ
き
わ

た
っ
て
い
ま
し
た
。
延え

ん
ぽ
う宝
年
間（
一
六
七
三
〜

八
〇
）に
は
阿
保
村
九
町
余
、
三
宅
村
二
五
町

余
、
田
井
城
村
二
町
余
と
変
化
し
て
い
ま
す
。

　
江
戸
時
代
、
海
泉
池
に
は
四
つ
の
樋
が
あ

り
、
こ
の
う
ち
、
北
堤
の
東
端
に
あ
る
用
水

取
樋
は
大
海
池
へ
流
す
樋
で
し
た
。
こ
こ
に

は
、池
中
に
満ま

ん
す
い
い
し

水
石
と
よ
ば
れ
る
水
の
分
量
、

高
さ
を
定
め
る
花か

こ
う崗

岩が
ん

の
角
柱
が
建
て
ら
れ

て
い
ま
し
た
。
三
宅
村
と
西
阿
保
村
の
立
会

い
の
も
と
、
文ぶ

ん
か化

五
年（
一
八
〇
八
）六
月
に

建
立
さ
れ
ま
し
た
。

　
正
面
に「
海
泉
池
満
水
石
　
西
阿
保
　
三

宅
　
取
扱
人
　
立
会
居
之
」
と
刻
ん
で
い
ま

す
。
裏
面
に
は「
文
化
五
戊ぼ

し
ん辰
年
閏う

る
う

六
月
」

と
記
し
ま
す
。
側
面
に
ま
わ
る
と
、
満
水
に

な
る
と
、
樋
を
抜
い
て
水
を
流
す
印
を
両
角

ま
で
細
長
く
凹く

ぼ
め
、
そ
の
下
に「
満
水
ヨ
リ

七
寸
五
分
　
下さ

げケ
印し

る
し」

と
あ
り
ま
す
。
海
泉

池
に
水
が
七
〇
%
溜
ま
る
と
樋
を
抜
く
目
安

と
し
た
の
で
し
た
。

　
海
泉
池
の
北
堤
は
、
長な

が
お尾
街
道
や
中な

か

高こ
う
や野
街

道
か
ら
、
上
田
村
・
阿あ

お
ん保
茶ち
ゃ
や屋
村
を
経
て
別
所

村
方
面
へ
向
か
う
村
道
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
そ
の
上
、
阿
保
茶
屋
北
側
の
地
蔵
堂

前（
阿
保
4
丁
目
）に
明
治
十
五
年（
一
八
八
二
）

九
月
に
建
て
ら
れ
た
道
標
に「
右
八
尾 

信し
ぎ貴

山さ
ん
」「
左
平
野 

大
坂
」と
あ
る
よ
う
に
八
尾
か
ら

信
貴
山
に
お
参
り
す
る
参さ

ん
け
い
み
ち

詣
道
で
も
あ
っ
た
の

で
す
。
北
堤
の
東
端
に
は
、地
蔵
堂
を
は
じ
め
、

池
を
守
る「
水す

い
み
つ光

大だ
い

龍り
ゅ
う
お
う

王
」や「
池い

け
な
が長

弁べ
ん
ざ
い
て
ん

財
天
」

な
ど
の
祠ほ

こ
ら

も
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
昭
和
末
期
、
海
泉
池
の
北
堤
東
側
は
埋
め

立
て
ら
れ
、
平
成
元
年（
一
九
八
九
）
四
月
、

阿
保
公
民
館
が
建
て
ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ
に

と
も
な
い
、
満
水
石
も
池
中
か
ら
移
さ
れ
、

現
在
の
公
民
館
入
口
の
東
側
の
道
路
前
に
モ

ニ
ュ
メ
ン
ト
と
と
も
に
、
保
存
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
後
も
、
海
泉
池
北
堤
側
は
埋
め
立

て
ら
れ
、
阿
保
公
民
館
に
南
接
し
て
、
松
原

市
民
道ど

う
む
か
ん
夢
館
が
平
成
十
年（
一
九
九
八
）
に

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　
そ
れ
で
は
、
海
泉
池
へ
は
、
ど
こ
か
ら
水

が
流
れ
て
き
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。
長
尾

街
道
が
中
高
野
街
道
と
交
わ
る
阿
保
茶
屋
交

差
点
か
ら
西
へ
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
行
っ

た
所
に
、
中ち

ゅ
う
も
ん門

の
分ぶ

ん
り
ょ
う
い
し

量
石
と
よ
ば
れ
る
花
崗

岩
の
角
柱
と
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
が
建
っ
て
い
ま

す
。
海
泉
池
の
満
水
石
と
同
型
で
、
堰
高
を

定
め
た
も
の
で
す
。
同
地
が
中
門
と
よ
ば
れ

る
の
は
、
五
世
紀
前
半
、
反は

ん
ぜ
い正
天
皇
の
ミ
ヤ

コ
で
あ
る
丹た

じ
ひ比
柴し
ば
が
き
の
み
や

籬
宮
の
中
門
が
あ
っ
た

場
所
だ
と
伝
承
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。

　
狭さ

や
ま山
池い
け（
大
阪
狭
山
市
）水
系
の
一
つ
、
今い
ま

井い

ど戸
川が
わ

が
南
方
か
ら
流
れ
、
近
鉄
線
を
く

ぐ
っ
て
長
尾
街
道
・
中
門
で
流
路
が
東
西
二

手
に
分
か
れ
ま
す
。
今
は
暗あ

ん
き
ょ渠
に
な
っ
て
い

ま
す
が
、
そ
の
う
ち
東
に
向
か
い
、
阿
保
茶

屋
で
北
に
向
か
っ
て
流
れ
た
水
が
海
泉
池

に
入
る
の
で
す
。
分
量
石
は
、
享き

ょ
う
わ和
元
年

（
一
八
〇
一
）七
月
に
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。

　
表
面
に「
字あ

ざ

中
門
三
宅
村
大
海
池
　
用
水

道
堰せ

き
ひ樋
竪た
て
ひ樋
上
端
　
同
戸
堰
板
上
端
限
伏
方

分
量
石
　
上
田
　
三
宅
扱
人
　
立
会
居
之
」

と
あ
り
、
裏
面
に
は「
此
分
石
長
履お

お
い
い
し石

上

端
迄
五
尺
也
　
享
和
元
辛し

ん
ゆ
う酉

年
七
月
」
と
刻

ま
れ
て
い
ま
す
。

　
中
門
の
地
は
、
海
泉
池
を
経
て
大
海
池
に

入
る
取
水
掛
口
に
あ
た
り
、
水
利
権
を
持
っ

て
い
た
上
田
村
と
三
宅
村
の
立
会
い
の
も
と

で
、
西
流
す
る
水
と
東
流
す
る
水
を
分
量
石

を
基
準
と
し
て
調
節
し
た
の
で
し
た
。
堰
高

を
決
め
る
満
水
石
と
分
量
石
は
、
今
も
残

る
貴
重
な
文
化
財
な
の
で
す
。

海泉池「満水石」と中門「分量石」
西田 孝司（松原市文化財保護審議会）

▲「満水石」（右側）
（阿保4丁目、阿保公民館前）

▲「分量石」（左側）
（上田1丁目、長尾街道南側）
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▲海泉池と新築された阿保公民館
（平成2年6月撮影、阿保自治会提供）


